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自己紹介
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○ 博士（政策・メディア）
○ 一般社団法人メタ観光推進機構理事。

● 専門
○ 社会学（やや抽象的な思考の展開）
○ 都市やネットの文化について研究
○ 近年は「文化のDX」領域に注力



スマートシティについて
おさらいしてみましょう
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スマートシティとは

•「都市の抱える諸課題に対して、ICT等の新技術
を活用しつつ、マネジメント（計画、整備、管
理・運営等）が行われ、全体最適化が図られる持
続可能な都市または地区」

（出典：「スマートシティの実現に向けて 【中間とりまとめ】」、平成３
０年８月、国土交通省都市局）
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スマートシティとは

• スマートシティは地域や解決すべき課題等によって様々ですが、大
くくりに定義するとすれば、
① 後述する３つの基本理念、５つの基本原則に基づき［コンセプト］

② ICT 等の新技術や官民各種のデータを活用した市民一人一人に寄り添った
サービスの提供や、各種分野におけるマネジメント(計画、整備、管理・運
営等)の高度化等により［手段］

③ 都市や地域が抱える諸課題の解決を行い、また新たな価値を創出し続ける
［動作］

④ 持続可能な都市や地域であり、Society 5.0の先行的な実現の場［状態］

であるといえます。

（出典：スマートシティガイドブック、2021年4月、内閣府・総務省・経
済産業省・国土交通省スマートシティ官民連携プラットフォーム事務局）
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3つの基本理念と5つの基本原則
■基本理念
① 市民（利用者）中心主義
② ビジョン・課題フォーカス
③ 分野間・都市間連携の重視

■基本原則
A) 公平性、包摂性の確保
B) プライバシーの確保
C) 相互運用性・オープン性・透明性の確保
D) セキュリティ・レジリエンシーの確保
E) 運営面、資金面での持続可能性の確保
（出典：スマートシティガイドブック、2021年4月、内閣府・総務省・経済産業省・国土交通省ス
マートシティ官民連携プラットフォーム事務局）
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3つの基本理念と5つの基本原則

① 市民（利用者）中心主義
• － ”Well-Beingの向上“ がスマートシティの最大の狙いであることを認

識し、行政や民間事業者等のサプライサイドではなく、最大のサービ
ス利用者である市民自らが主体的に取り組むデマンドサイド主導で進
めることが重要です。

（出典：スマートシティガイドブック、2021年4月、内閣府・総務省・経

済産業省・国土交通省スマートシティ官民連携プラットフォーム事務局）

※下線は引用者による
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市民の積極的な参画

• 市民の関心を引き、理解を深める取組

• 市民との双方向型の対話を深める取組

• 市民参画を実現する息の長い取組

（出典：スマートシティガイドブック、2021年4月、内閣府・総務省・経済産業省・国土交通省スマートシ

ティ官民連携プラットフォーム事務局）
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市民の積極的な参画

• 市民の関心を引き、理解を深める取組
• 現状では、「スマートシティ」という言葉自体聞き覚えのない市民が

大半なのではないでしょうか。

• まずは、アドバイザー等の専門家の協力を得ながら、「スマートシ
ティとは何か、どのような効果があるのか」などについて、大学、公
民館や学校教育とも連携しながら、市民目線で分かりやすく情報発信
していくことから始めてみてはどうでしょうか。

（出典：スマートシティガイドブック、2021年4月、内閣府・総務省・経済産業省・国土交通省スマートシ

ティ官民連携プラットフォーム事務局）
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市民の積極的な参画

• 市民との双方向型の対話を深める取組
• 市民参加には地方自治の根幹としてこれまでも取り組んできたことと

思います。ワークショップやパブリックコメントの実施などこれまで
の市民参加の枠組みも活かしながら、シビックテック等も活用の上、
さらに一歩踏み込んでみてはどうでしょうか。

• 例えば、情報公開等を通じた透明性、誰でも参加できる公開性を確保
すること、市民意見を軽視することなく応答する姿勢を示すこと、こ
うした土台のもとに、市民の生活に根ざしたニーズ提案、政策提案等
を積極的に呼び込む双方向型のアプローチを講じてみてはどうでしょ
うか。

（出典：スマートシティガイドブック、2021年4月、内閣府・総務省・経済産業省・国土交通省スマートシ

ティ官民連携プラットフォーム事務局）
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市民の積極的な参画

• 市民参画を実現する息の長い取組
• 現状において認知度の低いスマートシティの取組において、市民の主

体的な参画を得るためには、相当の期間が必要になると考えられます。

• まずは、市民との関わりの蓄積がある地域まちづくり団体等の力も借
りながら、例えば、市民の関心の高い身近な生活空間での取組から始
めたり、小さな事柄でも成功体験を実感できる取組を重ねたりするな
ど、地道に市民の参画を促していく取り組みを進めてみてはどうで
しょうか。

（出典：スマートシティガイドブック、2021年4月、内閣府・総務省・経済産業省・国土交通省スマートシ

ティ官民連携プラットフォーム事務局）
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リビングラボ

「各地の自治体では、官民連携でイノベーション
を起こそうという動きが始まっています。ただ、
自治体と数社の企業が連携するだけでは、なかな
かうまくいかないケースも多い。そういったとき
に、『リビングラボ』（産・官・学に市民やユー
ザーも加えた共創の場）が有効だと思います。超
高齢化対策や災害対応などは、日本が世界の最先
端の分野ですし、グローバルイシューでもある。
そこ（リビングラボ）にフォーカスすることで先
端的なサービスができるのではないでしょうか」
（小泉秀樹）

【Special Report】 人との会話が真のスマートシ
ティを導く ライゾマティクス・アーキテクチャー
齋藤精一×建築家 西田司×東京大学教授 小泉秀
樹 | City Lab Tokyo 
https://citylabtokyo.jp/2020/03/17/191212-
magazine-saitounishida2/

（出典：スマートシティガイドブック、
2021年4月、内閣府・総務省・経済産業
省・国土交通省スマートシティ官民連携プ

ラットフォーム事務局）©Eiki Kikuchi



ここまでを踏まえて

• スマートシティとは、行政がトップダウン的にICTを活用しな
がら新たなまちづくりを進めていくと読めてしまう。

• もちろん、市民を巻き込もうとすることが意識されている――
むしろ、それが大前提となっている――が、実際にリビングラ
ボ等の仕組みに参加する市民は限定的である。

• ともすれば、ここでのスマートさとは、都市が（ICTを介し
て）賢くなることなのかもしれない。
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生じる疑問

• 都市がスマートシティを目指すとして、それに携わる市民が限
定的でいいのであろうか。
• 大多数の市民がスマートシティの恩恵を受けるのは別として。

• 行政が都市の課題すべてを把握することなどそもそも可能なの
だろうか。

• スマートシティが叫ばれるよりもっと前から市民たちは賢く都
市で起きる課題を解決してきていたのではないか。
• それでも解決できない問題が行政課題として上げられ、ICTをによって

解決されようとしているのは理解した上で。
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1つの解：メディア

① メディアによって、スマートシティを可視化し、それ
にアクセスした市民を巻き込むことができる。

② メディアがハブとなり、多くの市民や企業等を繋げる
ことができる。

③ メディアが新たな課題を可視化し、新たな解決策を市
民に提示できる。

→つまり、LOVE Walker
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もう1つの解：文化
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もう1つの解：文化

• 文化の定義

1. これは理知的もしくは多分に認知的カテゴリーであって、普遍的
な精神の状態の一部であり、それは完全、ないしは個々の人間的
な発達や解放という目標、その希求などの理念と結びついている。

2. これはより具現化された集合的なカテゴリーであって、社会にお
ける知的、さらには道徳的な発達の状態を想起させる。

3. これは記述的で具体的なカテゴリーであって、文化は、ある社会
における芸術や知的な作品の集合体に与えられる名称である。

4. 文化は社会的なカテゴリーであって、人々の生活様式の全体（the 
whole way of life）を含意する。

（難波功士，2007，『族の系譜――ユース・サブカルチャーズの戦後
史』青弓社， pp.20-21）
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もう1つの解：文化

• 3→都市内の文化活動
• 地域の文化活動が地域の人間関係や「つながり」の基盤となる。
（苅谷剛彦編著，2014，『「地元」の文化力――地域の未来のつくりかた』河
出書房新社．）
• cf.ソーシャル・キャピタル

• 4→市民が自発的に創り出した慣習
• 市民が自発的に生み出した慣習が地域の課題を解決する。

• 頼母子講・模合、近所での醤油貸し借り、村落の入会地

（伊藤宏一，2021，シェアリングエコノミーの今日的意義と課題，『Think-
ing』22，2-8．）
（庄司昌彦，2020年，「シェアリングエコノミーと新しい経済社会」『季刊
個人金融』2020年夏号，2-9．）
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なぜスマートシティには文化が必要なのか？

①都市内の文化活動などを基盤に生まれた人間
関係を基盤に、

②市民が自発的に創り出した慣習を、
③ ICTの力を使って増幅する（＝文化のDX）。

→より多くの市民を巻き込めるスマートシティ
のあり方なのではないか？

→だからこそ、スマートシティには文化（＝①
②）が必要
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スマートシティにおいて、
誰がスマートなのか？
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都市がICTで賢くなるのではなく、
市民の賢さをICTが増幅するのが

スマートシティの本質だと考える。
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トップダウン（≒政策的） ボトムアップ（≒文化的）

スマートシティの２つのあり方
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【再掲】1つの解：メディア

① メディアによって、スマートシティを可視化し、それ
にアクセスした市民を巻き込むことができる。

② メディアがハブとなり、多くの市民や企業等を繋げる
ことができる。

③ メディアが新たな課題を可視化し、新たな解決策を市
民に提示できる。

→つまり、LOVE Walker
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トップダウン（≒政策的） ボトムアップ（≒文化的）

スマートシティの２つのあり方

メディア
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